
管理ID 開催⽉
上場区分 実施回数 　　  　　回 学⽣の受⼊⽇数 　　  　　日 総受⼊⼈数 　　  　　人
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他企業などとの連携か︖ 報酬・⽀給 実働時間と賃⾦
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フィードバック時間 フィードバック頻度

協⼒社員数 　　  　　人
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『第5回学⽣が選ぶインターンシップアワード』 企業応募データ ①
NO.　　　

企業・団体情報 インターンシップ情報

オリエンテーション　事前学習（実施項⽬） フィードバック内容詳細（⾃由記述）

オリエンテーション　事前学習 内容詳細（⾃由記述）

フォローアップ　事後学習（実施項⽬）

インターンシップ　実施項⽬ フォローアップ　事後学習（⾃由記述）

インターンシップ　内容詳細（⾃由記述）

⼯夫ポイント（⾃由記述）

教育的効果（⾃由記述）

改善活動（⾃由記述）

協⼒社員の属性

具体的社員交流

200103

200103

働くの”リアル”を知る！超実践型インターン

2021年6月　2021年7月　2021年8月　2021年9月　2021年10月　2021年11月　2021年12月　2022年1月　2022年2月

56 8 56

特に対象とする学部はない

大学1・2年生の募集対象ではあったが特に積極的に募集は行っていない

いいえ

いいえ

いいえ その他

一部オンラインで実施

【実務体験】実際の業務を一部実施

・高速PDCAサイクルの実践および理解
・広報におけるターゲットとメッセージの重要性
・新規事業における活動プランの設計
などをテーマに、『記事執筆』や『SNSマーケティング』、『コンテンツデザイン』を主に行っていただいております。
SNSを活用して市場調査含めたリサーチから始まり、ターゲットやメッセージの設定、どうしたらPRしたい内容がターゲットの心に響く
かを考えてアプローチ文面を作成。
事業責任者および取締役からのフィードバックを踏まえて、実際に見込み顧客様へのアプローチを実践。そして、実際の結果を受けて
ブラッシュアップをするというサイクルを実践いただいております。

5

役員　課長（マネージャー）　社外の人（お客様、取引先など）

立場による「視点の違い」や「判断の差」に触れられるよう、採用担当者だけでなく、役員やマネージャー、社外の方との接点を設け
るようにしております。
例）以下をはじめとするオンラインコミュニケーション
・一部業務指示
・業務に関する質問返答や判断
・業務成果や提出物へのフィードバック
・広報業務における基本理念の説明
・日報（毎回業務終了時に提出）へのフィードバック

以下をはじめとする『実践』にこだわったインターン体制
・新規事業への参加
・段階を踏んだ業務ステップの構成
例）初日：記事執筆、
2日目：リサーチ、
3日目：リサーチおよびアプローチ文面作成、
4日目以降：リサーチおよびアプローチ文面作成、目標設定、業務スケジュールの組み立て
・学生が行ったその日の実務に対するフィードバックの質
×学生に向けた「学習」に重きをおいた解説
〇企業の運営に沿った指示
例）数字に即したフィードバック、DAPPE（高速PDCAサイクルを回すこと）の考え方および業務への反映について

「実践」の中で「【働く】ということを体感」していただくことに重きを置いたインターンですので、『学習意欲の向上』への取り組
みは特に意識していません。
ですが、実務型のインターンを通して、『学業』においても『就職活動』においても、『社会人生活』においても、
・報連相の重要性に気づけたこと
・報連相の仕方について工夫ができると知ったこと
・タイムマネジメントについてしっかりと反省できたこと
・「質より量」でも「量より質」でもなく、『量と質のバランス』と実践から学べたこと
・他に頼ることは「恥ではない」と学べたこと
の影響は大きかった、という声は非常に多く頂戴しております。

インターン生とZoomで対面して、ヒアリングを行っております。
課題点があればその度相談していただいたり、解決方法を検討していく場です。面談時に学生からの要望があり、改善できるものであればすぐに取り入れております。
▽機会一例▽
・毎日（朝）に行う業務および『広報』について解説するオリエンテーション
・3日目に事業担当者が行う中間フィードバック
・4日目採用担当者が行う面談
・8日目に取締役が行う最終発表・面談
また、Zoomでの『会話』形式だけではなく、チャットツールのように『文字』形式でのコミュニケーションの機会を実務に取り入れており、【忙しい】時でもスムーズに報連相が
できるように工夫しております。
▽機会一例▽
・業務の進捗報告
・時間等の調整依頼
・業務上の相談

インターンシップの内容説明　インターンシップ参加目的の明確化　学生1人ひとりに対する目標設定　職業適性・自己理解などを深め
るワーク

朝に行うオリエンテーションでは、当日の「業務指示」の他に、
下記について解説することで、『目的志向』や『逆算型の思考』の重要性を伝えています。
・仕事の目的はなにか
・「手段」と「目的」の違いについて
・業務を通して得られることはなにか
・広報における目標設定方法について（KPIおよびKGI）
・広報における目標設定の重要性について
・広報における目標設定から設定する業務活動について
・1つ1つの行動の意味はなにか

グループに対する口頭と書面の両方

1時間以上 （2日間以上のプログラムのみ）期間中学生が参加した日は毎回行った

毎日の業務終了時や午前の業務終了時、折り返し日の面談など、フィードバックの回数を重ねるようにしております。
フィードバックの流れも、
①日報やGoogleドキュメントでの資料作成
②1分間での口頭説明
③当方からのフィードバック
④質問および懸念点への回答
という流れをとっており、資料を作成することで
・結果を『情報』として明示すること
・『具体的』な数値をもってその日の行動を振り返ること
・「なんとなく」ではなく『具体的』な数字から結果や行動を分析すること
を行えるようにする、という工夫をとっております。また、それらを踏まえた情報を口頭でも共有いただくことで、
・資料に沿って話す
・口頭でも端的にまとめる
訓練も行っていただいております。
当方からのフィードバックでは、
・仕事において責任を果たすための意識づけ
・インターンを通して「何のためにこの仕事を行うのか」という『目的思考』の習慣化
・「漠然と働く」「漠然と社会に出る」ことによるミスマッチ
も意識して行っております。

学生自身によるインターンシップ経験の振り返り・学びの言語化　学生全体に対する評価・フィードバック　個人面談

非上場

最終発表および個人面談、最終フィードバックの機会を設けております。具体的には、
・自分の中にある『情報の言語化』、毎日の成果物や日報から行う『情報整理』および『分析』を行うための資料作成
・①対プラスカラー取締役、②対社外への見込み顧客　を想定した資料作成
をPowerPointを使用して行っていただきます。また、その資料を使用しながら口頭発表を行っていただきますが、時間制限を設けて
『発表においてのタイムマネジメント』も工夫し、自分で時間も確認しながら行っていただいております。
同日に行う取締役との個人面談では、最終発表に対するフィードバックを詳細に行います。時間配分、資料の作り方、発表の仕方、発
表におけるストーリーの組み方に加え、準備や練習といった発表に対する心構えについてもチェックし、アドバイス、フィードバック
を行っています。

50人未満

コンサルティング・シンクタンク・調査


